
１・ハード対策の主な取組

■洪水氾濫を未然に防ぐ対策

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■危機管理型ハード対策

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、猿払村、枝幸町、利尻町 引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

浜頓別町、中頓別町、礼文町、利尻
富士町

平成30年度から検討 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市 平成29年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

中頓別町、枝幸町 平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

礼文町 平成31年度から検討 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、猿払村、中頓別
町、枝幸町

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、浜頓別町、礼文町、利尻
町、利尻富士町

平成30年度から検討 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

猿払村、利尻町 引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市 平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

浜頓別町、中頓別町、枝幸町、利尻
富士町

平成30年度から検討 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

礼文町 平成31年度から検討 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

市内10箇所の
避難場所につい
て、看板の設置
を進める。

新たに指定した
避難所施設の
看板を設置。

避難誘導看板
の設置検討。

次年度に向け、
検討中。

設置箇所を含め
検討中。

引き続き、検討
中。

避難所及び避難
場所の変更等
があった際には
随時移設・設置
について対応。

避難誘導看板
の設置検討。

市内全域へ確
実な情報伝達を
行うため、緊急
告知防災ラジオ
の難聴地域と
なっている宗谷
岬及び東浦地区
に中継局設備を
整備する。

平成33年中に整
備更新を予定し
ている為、それ
に併せ伝達体制
強化・多重化・
多様化ができる
よう検討中。

様々な情報伝達
手段の整備を検
討。

防災ラジオの導
入等、情報伝達
手段の多様化を
検討。

⑦ＳＮＳ、防災ラジオ、緊急エリアメール、コミュ
ニティＦＭ等の様々な情報伝達手段の整備

⑧避難場所の明確化（避難誘導のための看板
設置等）に関する取組を行う

SNSの利活用に
ついて検討す
る。

登録制配信メー
ルの機能改善
（受信確認機能
等）

情報伝達手段
の多様化を検
討。

本年度、防災無
線基本設計委
託発注済み。

継続して実施。

・多様な情報伝
達手段の確保を
検討中。
　　　（コミュニ
ティＦＭ等）
・礼文町防災
メールの加入登
録者の増加を推
進。

・ＩＰ告知端末、
防災行政無線
以外の効果的な
情報伝達手段に
ついて検討。
・防災ラジオ等、
情報伝達手段
の多様化を検
討。

⑥迅速な水防活動を支援するための水防資機
材の整備

建設管理部出
張所等に配備し
ている水防資機
材に不足はない
か点検し、必要
に応じて整備す
る。

河川付近の場
所選定及び資機
材の整備品目を
含め、検討中。

消防と連携し逐
次、消防団単位
を基準とした必
要所要資器材
の整備を実施。

迅速な水防活動
を実施するた
め、水防資機材
の整備を進め
る。

家屋の浸水対
策を事前に行え
るよう、新たに土
のうステーション
を５箇所整備す
る。

必要性に応じ消
防で整備対応。
現在は現有資
器材で対応可
能。（消防ポン
プ・土のう等）

河川付近の公
有地への水防
資機材の整備を
検討。

南宗谷消防組
合中頓別支署に
救命ボート（４人
乗り、非エンジ
ン）救命胴衣、ス
ローロープを装
備、土嚢袋400
枚追加。

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、猿払村、浜頓別町、利尻町

引き続き実施

⑤水害リスクが高い箇所に対して、洪水時の避
難勧告等の発令判断に活用する水位計の整備

宗谷総合振興局

危機管理型水
位計の設置を進
める（H30予定箇
所～クサンル川
ほか）

本年度、防災無
線基本設計委
託発注済み。

継続して実施。

・地域防災計画
の見直し、避難
勧告等の判断・
伝達マニュアル
の改定を行い、
直接伝達・確認
等を明文化し、
確実な情報伝達
手段を推進。
・ＩＰ告知端末を
活用したわかり
やすい情報伝達
体制を強化。

ＩＰ告知端末を活
用した、わかり
やすい情報伝達
体制の強化を検
討。

IP告知端末を活
用した情報伝達
体制の強化を検
討。

北見幌別川（枝
幸町下幌別地
区）の資材ヤー
ド整備実施にむ
け、要求を行う。

③高齢者等に配慮し、防災ラジオなど様々な情
報伝達手段の整備を検討し、現在行っている情
報伝達手段と合わせて運用することにより充実
を図る。

②洪水予報等をプッシュ型で情報発信するため
のシステム構築

宗谷総合振興局 引き続き実施

中頓別町 枝幸町 礼文町 利尻町 利尻富士町

クサンル川、増
幌川の早期改
修を要望する。

タネトンナイ川上
流部砂防ダムの
新設及び既存ダ
ムと流水路堰堤
の補強等を要
望。

枝幸警察署
稚内地区

消防事務組合
消防本部

利尻礼文
消防事務組合

消防本部

南宗谷消防
組合消防本部

本年度、下流へ
900ｍ延長を要
望。

稚内警察署
稚内開発
建設部

北海道警察
旭川方面本部

①堤防天端の保護 宗谷総合振興局

①堤防整備等 宗谷総合振興局

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

稚内地方
気象台

稚内市 猿払村 浜頓別町

進捗達成度
（上段：計画（　　　　　　）、下段：実績（　　　　　　））

宗谷総合振興局

公共土木施設
維持管理システ
ムにおいて、ス
マホやタブレット
により写真デー
タを随時アップ
ロード、状況確
認を迅速に行え
る機能を活用す
る。

毎年、年度末に
関係機関の資
機材保有状況を
調査し防災情報
共有システム
（WAN）で共有で
きる体制を整え
ている。

災害時に迅速か
つ確実な情報提
供を行えるよう、
地域放送局（Ｆ
Ｍわっぴー）と協
議を行う。

引き続きプッ
シュ型の洪水予
報等の情報発
信を実施する。

平成３０年度における減災に係る取組について 資料１

大項目 中項目 小項目 取組主体 目標時期

引き続き実施

引き続き実施

宗谷総合
振興局

（公共）昨年度に
引き続き、クサ
ンル川、頓別
川、北見幌別川
にて河川改修事
業を実施する。
（単独）引き続き
河道内の伐開を
優先区間を定め
て実施する。（北
見幌別川、オム
ロシュベツ川、
頓別川、兵知安
川）

昨年度に引き続
き、頓別川にて
天端舗装工事を
実施する。

①住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を
支援するため、スマートフォンを活用したリアル
タイム情報を提供するためのシステム構築

宗谷総合振興局

平成30年度から実施

引き続き実施④水防拠点の整備
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中頓別町 枝幸町 礼文町 利尻町 利尻富士町 枝幸警察署
稚内地区

消防事務組合
消防本部

利尻礼文
消防事務組合

消防本部

南宗谷消防
組合消防本部

稚内警察署
稚内開発
建設部

北海道警察
旭川方面本部

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

稚内地方
気象台

稚内市 猿払村 浜頓別町

進捗達成度
（上段：計画（　　　　　　）、下段：実績（　　　　　　））

平成３０年度における減災に係る取組について 資料１

大項目 中項目 小項目 取組主体 目標時期
宗谷総合
振興局

２・ソフト対策の主な取組

① 広域的に氾濫する地域特性を踏まえた迅速かつ確実な避難行動のための取組

■情報伝達、避難計画等に関する事項

宗谷総合振興局 引き続き実 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、浜頓別町、中頓別町、枝幸
町

洪水浸水想定区域図指
定後に実施

猿払村、礼文町、利尻町、利尻富士
町

洪水氾濫危険区域図入
手後に実施

宗谷総合振興局、稚内開発建設部 引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、猿払村、浜頓別町、中頓別
町、枝幸町、礼文町、利尻町

平成30年度から検討 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内地方気象台、稚内市、猿払
村、浜頓別町、中頓別町、枝幸町、
礼文町、利尻町、利尻富士町

平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内地区消防事務組合消防本部、
利尻礼文消防事務組合消防本部、
南宗谷消防組合消防本部

平成30年度から検討 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、猿払村、浜頓別町、中頓別
町、枝幸町、礼文町

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内開発建設部 平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

利尻町 平成30年度から検討 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

タイムラインの
精度向上に向け
た作業の支援及
び避難訓練へ参
画する。

・タイムラインを
活用した情報伝
達訓練の検討を
行う。
・関係機関との
連携状況に応じ
て訓練等を検討
する。

タイムライン作
成後、検討

・新たな浸水想
定に基づくタイ
ムラインの見直
し
・タイムラインを
活用した情報伝
達訓練の実施
・関係機関との
連携状況に応じ
て訓練等を検討

稚内建設管理
部と調整。

タイムラインの
作成に伴い、訓
練内容等検討。

タイムラインを活
用した情報伝達
訓練への参加。

・新たな浸水想
定に基づくタイ
ムラインの見直
し。
・タイムラインを
活用した情報伝
達訓練の実施。
・関係機関との
連携状況に応じ
て訓練等を検
討。

タイムラインを活
用し、関係機関
と連携した情報
伝達訓練の実
施。

タイムラインを活
用した情報伝達
訓練の参加及び
実施を検討。
関係機関との連
携状況に応じて
訓練等を検討。

現時点で未実
施。

・タイムラインを
活用した情報伝
達訓練への参
加及び実施を検
討。
・関係機関との
連携状況に応じ
て訓練等を検
討。

洪水時の避難
経路・避難場所
の確認、検討を
行う。

避難場所の新
規設置（猿払村
小規模多機能
型居宅介護施
設を新規避難場
所に指定。福祉
避難所としても
指定。）
避難行動マニュ
アルを検討中。

・避難経路・避
難場所の確認、
避難経路・避難
場所の再検討。
・避難行動マ
ニュアルの作
成。

稚内建設管理
部と調整。

地区ごとの避難
経路、避難場所
について検討
中。

・各関係機関と
の連携を強化。
・洪水時の避難
経路・場所の確
認。

・避難経路・避
難場所の再検
討。
・避難行動マ
ニュアルの作
成。

検討中。 継続して実施。

地域防災計画、
避難勧告等の
判断・伝達マ
ニュアルの改定
及び災害時職員
初動マニュアル
を作成。

・既存の職員向
けマニュアルを
見直しし、必要
に応じて地域防
災計画の見直し
を実施する。
・職員初動マ
ニュアル及び避
難勧告等の判
断・伝達マニュ
アルの作成。

④タイムラインを活用した関係機関との連携に
よる訓練の実施及び精度向上

（タイムライン作
成後の取り組
み）

⑥農協等と連携して、広域に分散する酪農施
設、災害時要配慮者利用施設における水平避
難のための時間や逃げ遅れ等により垂直避難
となった場合等を考慮した避難場所等の確保・
訓練等に関する取組を促進

（タイムライン作
成後の取り組
み）

⑤各地域における避難勧告等の発令を判断す
るための情報や、住民への情報伝達方法・伝達
内容について役場職員向けマニュアルの作成
及び地域防災計画の見直し

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内地方気象台、稚内市、猿払
村、浜頓別町、中頓別町、枝幸町、
礼文町、利尻町、利尻富士町

各自治体の防
災会議に参加
し、計画策定の
助言等を行って
いく。

③避難勧告等の発令に着目したタイムラインの
作成および支援

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内地方気象台、稚内市、猿払
村、浜頓別町、中頓別町、枝幸町、
礼文町、利尻町

直轄河川の先
行事例について
情報提供。

今年度より着手
される避難勧告
等の判断及び発
令に着目したタ
イムラインの作
成支援を行う。

避難勧告等の
発令に着目した
タイムラインの
作成を支援す
る。

作成に向け検討
中

避難勧告等の
発令に着目した
タイムラインの
作成を支援

稚内建設管理
部と調整。

水位周知河川に
ついて検討中。

作成支援中。

避難勧告等の
発令に着目した
タイムラインの
作成を支援。

・浸水想定区域
図の作成、提供
（H30予定・・・北
見幌別川、オム
ロシュベツ川））
・防災共通地図
の作成。

稚内建設管理
部発注工事にか
かる公道の通行
止め情報を提供
する。

新たに作成した
水害対応タイム
ラインに基づい
た洪水対応訓練
を実施する。

市町村における
避難勧告等の
判断・伝達マ
ニュアルの作成
を支援する。

水害対応タイム
ラインに基づく洪
水対応訓練にお
いて、酪農地帯
や老人介護施
設等の避難対
策を含めた検討
と実施を行う。

（各自治体の避
難行動計画等
の作成時に協力
できる体制にあ
る）

新たに示される
洪水浸水想定
茎図等に基づ
き、地域防災計
画を見直すとと
もに、ハザード
マップ等の作成
を検討する。

新たに示される
洪水浸水想定
区域図等に基づ
き地域防災計画
を見直す（Ｈ31
年度全面改定
予定）準備を進
めるとともに、ハ
ザードマップ等
の更新を検討

次年度に向け、
検討中。

洪水浸水想定
区域データ更新
によりハザード
マップ作成（Ｈ31
予定）

洪水氾濫危険
区域図入手後
実施予定。
　　（未着手）

新たな浸水想定
区域図に基づく
地域防災計画、
ハザードマップ・
防災マップの見
直し。

洪水氾濫危険
区域図に基づく
地域防災計画
等の見直し。

既存の職員向け
マニュアルを見
直し、連携した
情報伝達につい
て検討。

要配慮者利用
施設の状況を確
認し、避難場所
等の確認、訓練
等に関する取組
を促進する。

検討中

・各施設の状況
を確認し、避難
場所等の確保・
訓練等に関する
取組を促進す
る。

検討中。 継続して実施。

地域防災計画
及び避難勧告等
判断・伝達マ
ニュアルへ明文
化、広報誌等へ
の掲載・配布に
よる意識の高
揚。

各施設の状況を
確認し、避難場
所等の確保・訓
練等に関する取
組を促進する。
・垂直避難を考
慮した避難行動
マニュアルの作
成。

引き続き、避難
勧告の判断・伝
達マニュアル及
び地域防災計画
の作成や見直し
への支援を行
う。

必要に応じて地
域防災計画及び
職員初動マニュ
アルの見直しや
避難勧告等の
判断・伝達マ
ニュアルの作成
を行う。

職員初動マニュ
アルを平成30年
4月1日付けで更
新。
地域防災計画
更新素案作成
中

・既存の職員向
けマニュアルを
見直しし、地域
防災計画の見
直し(H31年度）
に向けた準備を
進める。
・職員初動マ
ニュアル及び避
難勧告等の判
断・伝達マニュ
アルの作成。

①想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域図
等に基づき、避難経路途絶前の避難等を想定
した避難場所・方法及び経路の見直しを行い、
地域防災計画及びハザードマップへの反映

②道路管理者との連携により避難経路を検討

引き続き実施

平成30年度から実施

水害対応タイム
ラインの作成に
ついて、対象市
町村と共同して
進める。
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中頓別町 枝幸町 礼文町 利尻町 利尻富士町 枝幸警察署
稚内地区

消防事務組合
消防本部

利尻礼文
消防事務組合

消防本部

南宗谷消防
組合消防本部

稚内警察署
稚内開発
建設部

北海道警察
旭川方面本部

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

稚内地方
気象台

稚内市 猿払村 浜頓別町

進捗達成度
（上段：計画（　　　　　　）、下段：実績（　　　　　　））

平成３０年度における減災に係る取組について 資料１

大項目 中項目 小項目 取組主体 目標時期
宗谷総合
振興局

２・ソフト対策の主な取組

① 広域的に氾濫する地域特性を踏まえた迅速かつ確実な避難行動のための取組

■平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内開発建設部 引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、猿払村、浜頓別町、中頓別
町、枝幸町、礼文町、利尻町、利尻
富士町

平成30年度から検討 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内地方気象
台、稚内市、猿払村、浜頓別町、中
頓別町、枝幸町、礼文町、利尻町、
利尻富士町、北海道警察旭川方面
本部、稚内警察署、枝幸警察署、稚
内地区消防事務組合消防本部、利
尻礼文消防事務組合消防本部、南
宗谷消防組合消防本部

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内開発建設部 平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内地方気象台、浜頓別町、利
尻町、北海道警察旭川方面本部、
稚内警察署、枝幸警察署

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、猿払村、中頓別町、枝幸
町、礼文町、利尻町、稚内地区消防
事務組合消防本部、利尻礼文消防
事務組合消防本部、南宗谷消防組
合消防本部

平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

引き続き、河川
管理者・関係機
関と連携した平
時における防災
に関わる啓発を
実施する。

現在実施してい
る防災教育に水
防に関する事項
を加える。

各種防災教育
情報を随時、教
育委員会を通し
て情報提供を実
施。

・学校及び教育
委員会と協議
し、実施を検討
する。
・授業の中に防
災の要素を取り
入れ、児童生徒
が防災について
考える「一日防
災学校」を実
施。
・防災教育の促
進を図るため、
教育委員会を通
じ積極的に情報
提供を行う。
・防災意識向上
のため、避難訓
練への参加呼び
かけ。

次年度、防災教
室を開催予定。

関係機関と連携
して実施に向け
検討。

・防災教育の促
進にため、教育
委員会を通じ、
積極的に情報提
供を実施。
・津波を主対象
とした避難訓練
時に併せて洪水
を対象とした防
災教育を実施。

検討中

・関係機関と連
携し、効果的な
訓練を検討す
る。
・避難時の水防
災に関する意識
向上のための訓
練を実施。

検討中。
関係機関と連携
して実施に向け
検討。

現在実施してい
る津波・地震を
主対象とした避
難訓練に水防に
関する事項を加
えて教育を実
施。

・ミニ広報誌や
各種イベント時
に街頭啓発を行
う。
・１１０番通報受
理時における通
訳を含めた三者
通話システムの
活用。

関係機関と協力
して対応する。

関係機関と協力
して対応する。

関係機関と協力
して対応する。

・学校及び教育
委員会と協議
し、実施を検討
する。
・社会科副読本
を活用した、洪
水状況と災害に
ついての授業の
検討。
・防災教育の促
進を図るため、
教育委員会を通
じ積極的に情報
提供を行う。
・防災意識向上
のため、防災
フェスティバル
や避難訓練へ
の参加呼びか
け。

・学校及び教育
委員会と協議
し、実施を検討
する。
・防災教育の促
進を図るため、
教育委員会を通
じ積極的に情報
提供を行う。
・防災意識向上
のため、防災
キャンプ等への
参加呼びかけ。

小中学校におい
て防災講話等を
実施。

小中学校におい
て防災講話等を
実施。

組合構成市町
村と協力し、実
施を検討する。

小中学校におけ
る防災講話につ
いて、学校及び
教育委員会と協
議し実施を検討
する。

小中学校におけ
る防災講話につ
いて、学校及び
教育委員会と協
議し実施を検討
する。

・関係機関と連
携し、効果的な
訓練を検討す
る。
・避難時の水防
災に関する意識
向上のための講
習会及び訓練を
実施。

住民等を対象と
した各種防災訓
練、講話を実
施。

各関係機関が
実施する防災訓
練への参加・協
力。

新たな浸水想定
に基づき作成さ
れた、まるごとま
ちごとハザード
マップの周知。

住民等を対象と
した各種防災訓
練、講話を実
施。

・小中学校にお
いて防災講話等
を実施。
・礼文小学校に
おいて防災教室
を実施。

住民等を対象と
した各種防災訓
練、講話を実
施。

各関係機関が
実施する防災訓
練への参加及び
協力。

現時点で未実
施。

新たに示される
洪水浸水想定
区域図に基づく
ハザードマップ
の作成を検討す
る。

浸水想定区域
図、浸水シミュ
レーション、家屋
倒壊等氾濫想
定区域の公表
後、検討。

新たな浸水想定
に基づくハザー
ドマップ等の検
討・作成・見直し
を行う。

次年度に向け検
討中。

洪水浸水想定
区域データ更新
によりハザード
マップ作成（Ｈ31
予定）

未実施。次年度
以降に作成を検
討。

新たな浸水想定
に基づき作成さ
れたハザード
マップの周知。

⑥防災無線やホームページ等を活用した住民
の水防災意識啓発のための広報の充実

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内市、猿払村、浜頓別町、中
頓別町、枝幸町、礼文町、利尻町、
利尻富士町、北海道警察旭川方面
本部、稚内警察署、枝幸警察署、稚
内地区消防事務組合消防本部、利
尻礼文消防事務組合消防本部、南
宗谷消防組合消防本部

・ミニ広報誌や
各種イベント時
に街頭啓発を行
う。
・１１０番通報受
理時における通
訳を含めた三者
通話システムの
活用。

（継続実施）

ラジオ、広報紙、
HP等を活用した
情報提供により
充実を図る。

水防災情報を随
時、広報担当課
に情報提供を実
施している。

ＨＰ等を活用し
た情報提供によ
り広報の充実を
図る。

随時、広報担当
者と協議。

継続して実施。

広報誌、ＩＰ告知
端末、啓発ポス
ターの掲示等に
より実施。

ＨＰ等を活用し
た情報提供によ
り広報の充実を
図る。

HP等を活用した
情報提供により
広報の充実を図
る。

⑤関係機関の職員及び住民を対象とした防災
教育や広域に分散する酪農施設への対応を踏
まえた訓練の実施

（出前講座メ
ニューに登録済
み）

振興局と共催の
「宗谷防災講
座」において、防
災気象情報へ
の理解と地域防
災で活躍できる
人材育成を引き
続き行う。

現在実施してい
る講習会や訓練
に水防に関する
事項を加える。

④小学生を中心とした河川の洪水の特徴を踏
まえた防災教育の実施

直轄河川等で先
行している情報
を入手し、資料
収集・情報提供
を行う。

③想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域図
に基づいたまるごとまちごとハザードマップ※の
作成と周知

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内地方気象台、稚内市、猿払
村、浜頓別町、中頓別町、枝幸町、
利尻町、利尻富士町

（国道敷地など
の設置に協力）

①想定最大規模も含めた浸水想定区域図、浸
水シミュレーション、家屋倒壊等氾濫想定区域
の作成・公表

宗谷総合振興局

②想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域図
等に基づいたハザードマップの作成と周知

引き続き実施

引き続き実施

引き続き実施

・浸水想定区域
図の作成、提供
（H30予定～北
見幌別川、オム
ロシュベツ川））

・浸水想定区域
図の作成、提供
（H30予定～北
見幌別川、オム
ロシュベツ川））

ハザードマップ
作成のための浸
水想定区域図
等の資料提供を
順次行う。

「一日防災学
校」をH30年9月
に礼文町、H30
年11月に浜頓別
町で実施予定。

「宗谷防災講
座」をH31年2月
に豊富町で開催
予定。

開設済みの
「ほっかいどうの
防災教育」ポー
タルサイトにつ
いて、幅広く啓
発する。

ハザードマップ
等への作成のた
めに支援を行
う。

ハザードマップ
作成後に必要性
を含め検討す
る。

浸水想定区域
図、浸水シミュ
レーション、家屋
倒壊等氾濫想
定区域の公表
後、検討。

・新たな浸水想
定に基づく、まる
ごとまちごとハ
ザードマップの
作成を検討。
・新たな浸水想
定に基づくハ
ザードマップを
適宜更新する。

次年度向け検討
中。

作成について、
引き続き検討。

・ミニ広報誌や
各種イベント時
に街頭啓発を行
う。
・１１０番通報受
理時における通
訳を含めた三者
通話システムの
活用。

新たな浸水想定
に基づくハザー
ドマップ等の検
討・作成・見直し
を行う。

・新たな浸水想
定に基づく、まる
ごとまちごとハ
ザードマップの
作成を検討。
・新たな浸水想
定に基づくハ
ザードマップを
適宜更新する。
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中頓別町 枝幸町 礼文町 利尻町 利尻富士町 枝幸警察署
稚内地区

消防事務組合
消防本部

利尻礼文
消防事務組合

消防本部

南宗谷消防
組合消防本部

稚内警察署
稚内開発
建設部

北海道警察
旭川方面本部

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

稚内地方
気象台

稚内市 猿払村 浜頓別町

進捗達成度
（上段：計画（　　　　　　）、下段：実績（　　　　　　））

平成３０年度における減災に係る取組について 資料１

大項目 中項目 小項目 取組主体 目標時期
宗谷総合
振興局

２・ソフト対策の主な取組

② 広範囲にわたる氾濫被害から地域を守り、被害を最小化するための水防活動・復旧に関する取組

■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内地方気象台、稚内市、、浜
頓別町、中頓別町、枝幸町、北海道
警察旭川方面本部、稚内警察署、
枝幸警察署

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内地区消防事務組合消防本部、
利尻礼文消防事務組合消防本部、
南宗谷消防組合消防本部

平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

猿払村、礼文町、利尻町 平成30年度から検討 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、猿払村、中頓別町、枝幸町、礼
文町、利尻町

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、浜頓別町 平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内地方気象台

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、猿払村、浜頓別町、中頓別
町、枝幸町、礼文町、利尻町

平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

検討中

　
・関係機関・地
元住民と連携し
た水防訓練の実
施を検討する。

検討中。 継続して実施。

訓練ー未実施。
訓練の実施、内
容等消防機関
等と引き続き検
討。

・水防訓練に参
加する。
・関係機関・地
元住民と連携し
た水防訓練の実
施を検討する。

近隣の消防団
間における連携
体制の整備を進
める。

組合構成市町
村と連携し、消
防団員の募集を
継続していく。

リーフレット、町
広報誌、ポス
ターにより消防
団員を募集。

検討中。 継続して実施。

礼文町防災会
議において関係
機関参集の中、
自衛隊による災
害派遣体制を説
明し、共通認識
を確立するとと
もに日頃からの
緊密な連携を再
構築。

自衛隊等の災
害派遣要請に係
る調整方法につ
いて確認。

実施している。

・災害発生予想
危険箇所の把
握、職員への周
知徹底を図る。
・毎年出水期前
に実施する重要
水防箇所等の
共同点検に参
加。

・市町村向け川
の防災情報から
必要な情報を取
得し、関係部署
で情報を共有す
る。

・市町村防災担
当者との情報共
有や連絡体制
の確立を図る。
・水防連絡協議
会で取りまとめ
た情報の共有を
図る。

市町村向け川の
防災情報から必
要な情報を取得
し、関係部署で
情報を共有す
る。

・市町村向け川
の防災情報から
必要な情報を取
得し、関係部署
で情報を共有す
る。

取組への参加。 取組への参加。

関係自治体と連
携し、消防団員
の確保を継続し
ていく。

現時点で未実
施。

取組への参加。
各自治体等が
主催する防災訓
練への参加。

取組への参加。

引き続き、市町
村防災担当者
の研修等のサ
ポートを実施す
る。

防災担当職員
の防災士資格
取得を進めると
ともに、その他
の職員について
も防災訓練や研
修などによる防
災対応力向上を
図る。

関係機関での研
修参加や防災
資器材の点検
等を定期的に
行っている。

・防災訓練と合
わせて職員の防
災対応力の向
上を図る。
・関係機関での
研修参加や、防
災資機材の点
検等を兼ねた使
用方法の確認な
どを行う。

検討中 継続して実施。

・関係機関と連
携した防災訓練
の計画、実施。
・関係機関によ
る研修会への参
加。
・防災資機材の
定期的な点検及
び使用方法等の
操作訓練の実
施。

・防災訓練と合
わせて職員の防
災対応力の向
上を図る。
・関係機関での
研修参加や、防
災資機材の点
検等を兼ねた使
用方法の確認な
どを行う。

各自治体等が
主催する防災訓
練への参加。

取組への参加。

水防計画の見
直しの際には、
引き続きハザー
ドマップ等作成
のための支援を
行う。

想定最大規模
の洪水に係る浸
水想定区域図
やハザードマッ
プ等に基づいた
水防計画の見
直しを検討す
る。

浸水想定区域
設定後に実施

想定最大規模
の洪水に係る浸
水想定区域図
やハザードマッ
プ等に基づいた
水防計画の見
直しを検討。

検討中。

洪水浸水想定
区域データ更新
によりハザード
マップ作成（Ｈ31
予定）後、見直し
を検討

・地域防災計画
の見直しにより、
水防計画を修
正。
・洪水ハザード
マップは未整備
であり、今後検
討。

想定最大規模
の洪水に係る浸
水想定区域図
やハザードマッ
プ等に基づいた
水防計画の見
直しを検討。

市町村向け川の
防災情報から必
要な情報を取得
し関係部署で情
報を共有する。

市町村向け川の
防災情報から必
要な情報を取得
し、関係部署で
情報を共有して
いる。

市町村向け川の
防災情報から必
要な情報を取得
し、関係部署で
情報を共有す
る。

市町村が実施す
る防災訓練（稚
内市（未定）、中
頓別町（７～９
月）、枝幸町（１
０～１１月））に道
の訓練担当職
員を派遣し、企
画等の支援を行
う。

近隣の消防団
間における連携
体制の整備を進
める。

・浸水想定区域
図の作成、提供
（H30予定～北
見幌別川、オム
ロシュベツ川）

４月実施の全振
興局担当主査
会議において、
災害派遣要請
の調整方法を確
認

引き続き、避難
勧告の判断及び
発令の目安とな
る流域雨量指数
の予測値を元に
した洪水注意
報・警報・気象
情報を発表す
る。

・市町村防災担
当者との情報共
有や連絡体制
の確立を図る。
・水防連絡協議
会で取りまとめ
た情報の共有を
図る。

（継続実施）

⑦市町村防災担当職員を対象とする防災対応
力の向上を図る取組を行う

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内地方気象台、稚内市、猿払
村、浜頓別町、中頓別町、枝幸町、
礼文町、利尻町、北海道警察旭川
方面本部、稚内警察署、枝幸警察
署、稚内地区消防事務組合消防本
部、利尻礼文消防事務組合消防本
部、南宗谷消防組合消防本部

各自治体等が
主催する防災訓
練への参加。

要請ありしだい
実施可能。

各自治体等が
主催する防災訓
練への参加。

水位周知河川に
指定されていな
い河川で特に必
要と認める河川
において、浸水
想定及び河川水
位等の情報を提
供する。（稚内
市：クサンル川）

継続して実施。

市町村向け川の
防災情報から必
要な情報を取得
し、関係部署で
情報を共有。

市町村向け川の
防災情報から必
要な情報を取得
し、関係部署で
情報を共有す
る。

市町村向け川の
防災情報から必
要な情報を取得
し、関係部署で
情報を共有す
る。

・市町村防災担
当者との情報共
有や連絡体制
の確立を図る。
・水防連絡協議
会で取りまとめ
た情報の共有を
図る。

④的確な水防活動等を実施するため、リーフ
レットの配布やポスター掲示を通じ、水防団（消
防団）員数の確保を図る

宗谷総合振興局、稚内市、猿払村、
浜頓別町、中頓別町、枝幸町、礼文
町、利尻町、稚内地区消防事務組
合消防本部、利尻礼文消防事務組
合消防本部、南宗谷消防組合消防
本部

消防本部と連携
して団員の確保
に努める。

消防が随時、
リーフレットの配
布やポスター掲
示を行い団員の
確保に努めてい
る。

・消防団の拡充
推進を検討す
る。拡充に時間
がかかる場合
は、水防活動の
実施に際し、消
防組合に協力を
依頼する。
・消防本部と連
携して団員の確
保に努める。

南宗谷消防組
合中頓別支署に
て実施。

継続して実施。

消防及び自治会
と連携した団員
の確保を推進。
（リーフレットの
配布、ポスター
の掲示を実施）

・消防団の拡充
推進を検討す
る。拡充に時間
がかかる場合
は、水防活動の
実施に際し、消
防組合に協力を
依頼する。
・消防本部と連
携して団員の確
保に努める。

消防庁の「消防
団加入促進キャ
ンペーン」期間
（１～３月）にあ
わせて、市町村
とともにポスター
の掲示及び加入
促進活動を行
う。

自衛隊等の災
害派遣要請に係
る調整方法につ
いて継続して確
認。

自衛隊等の災
害派遣要請に係
る調整方法につ
いて確認を行
う。

（継続実施）
各事務所、道の
駅などに配備し
ている資機材の
整備・補充等

家屋の浸水対
策に備え、新た
に土のうステー
ションを５箇所整
備する。

必要性に応じ消
防で整備対応。
現在は現有資
器材で対応可
能。（消防ポン
プ・土のう等）

水防資機材の
充実を図る。

消防分団車庫
（小頓別地区、
敏音知地区）の
土嚢を設置。

継続して実施。

・消防による水
防資機材の定
期的な現況把握
及び情報共有。
・水防資機材の
充実。

水防資機材の
充実を図る。

※水防団（消防
団）については、
消防本部が管
轄しており、事
務組合間で連携
を図っている。

消防を通して、
連携体制を維
持・強化を図っ
ている。

地域防災計画
等に掲載済みで
あり、これに基
づき検討を行
う。

重要水防箇所
の点検及び必要
に応じた見直し
を行う。

５月に洪水対応
演習を実施済み
（H30年度は対
象河川なし）。

各自治体等が
主催する防災訓
練への参加。

・警察署ごとに
災害発生予想
危険箇所の把
握、職員への周
知徹底を図る。
・毎年出水期前
に実施する重要
水防箇所等の
共同点検に参
加。

継続して実施。

水防団（消防
団）は消防が統
括しており、近
隣の消防団間で
連携体制を逐次
整備。

実地

近隣の消防団
間における連携
体制の整備を進
める。

③広範囲にわたる浸水被害の状況を踏まえ、
迅速な水防活動を支援するため、水防資機材
が不足する地域に新たな保管場所を検討の
上、充実を図る

浸水想定区域
図の作成後、水
防資機材の確
保が必要な地域
を市町村と検討
する。

・毎年、出水期
前に重要水防箇
所の見直しを行
う。
・毎年出水期前
に重要水防箇所
等における共同
点検に参加す
る。

・災害発生予想
危険箇所の把
握、職員への周
知徹底を図る。
・毎年出水期前
に実施する重要
水防箇所等の
共同点検に参
加。

各自治体等が
主催する防災訓
練への参加。

（今年度、当部
の訓練予定は
無し）

・毎年、出水期
前に重要水防箇
所の見直しを行
う。
・毎年、出水期
前に重要水防箇
所等における共
同点検に参加す
る。

河川維持管理
担当課が水防
箇所点検を実
施。

・毎年、出水期
前に重要水防箇
所の見直しを行
う。
・毎年出水期前
に重要水防箇所
等における共同
点検に参加す
る。

警察、消防と合
同で河川の見回
りを実施。

継続して実施。
関係機関との情
報共有・連携を
推進。

引き続き、訓練
へ参加する。

・関係機関の実
施する水防訓練
に参加する。
・関係機関との
連携や地元住
民の参加ができ
る水防訓練に実
施を検討する。

①毎年、重要水防箇所の見直しを実施するとと
もに、水防団（消防団）や住民が参加する水害リ
スクの高い箇所の共同点検を実施

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内市、猿払村、浜頓別町、中
頓別町、枝幸町、礼文町、利尻町、
北海道警察旭川方面本部、稚内警
察署、枝幸警察署

②関係機関が連携した広範囲に及ぶ浸水を想
定した水防訓練を実施

引き続き実施

引き続き実施

引き続き実施

引き続き実施

引き続き実施

引き続き実施

⑤自衛隊等の災害派遣要請に係る調整方法に
ついて確認

宗谷総合振興局、稚内市、猿払村、
浜頓別町、中頓別町、枝幸町、礼文
町、利尻町

⑧市町村向け川の防災情報による河川水位や
排水設備等情報の共有

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内地方気象台、稚内市、猿払
村、浜頓別町、中頓別町、枝幸町、
礼文町、利尻町、利尻富士町、北海
道警察旭川方面本部、稚内警察
署、枝幸警察署、稚内地区消防事
務組合消防本部、利尻礼文消防事
務組合消防本部、南宗谷消防組合
消防本部

⑥水防団（消防団）間での連携、協力に関する
検討

稚内市、猿払村、浜頓別町、中頓別
町、枝幸町、礼文町、利尻町、利尻
富士町

⑨想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域図
に基づいた水防計画の見直し
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中頓別町 枝幸町 礼文町 利尻町 利尻富士町 枝幸警察署
稚内地区

消防事務組合
消防本部

利尻礼文
消防事務組合

消防本部

南宗谷消防
組合消防本部

稚内警察署
稚内開発
建設部

北海道警察
旭川方面本部

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

稚内地方
気象台

稚内市 猿払村 浜頓別町

進捗達成度
（上段：計画（　　　　　　）、下段：実績（　　　　　　））

平成３０年度における減災に係る取組について 資料１

大項目 中項目 小項目 取組主体 目標時期
宗谷総合
振興局

２・ソフト対策の主な取組

② 広範囲にわたる氾濫被害から地域を守り、被害を最小化するための水防活動・復旧に関する取組

■拠点施設等の自衛水防の推進に関する事項

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■氾濫水の排水、施設運用等に関する取組

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■要配慮者利用施設等の自衛水防の推進に関する取組

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内開発建設部 引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、猿払村、浜頓別町、中頓別
町、枝幸町、礼文町、利尻町

平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

③ その他

■災害対応に関する事項

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・災害対策車等
の出動要請手
順について確
認。
・関係機関と協
同した体制の確
認。
・関係機関との
連携による排水
訓練は未実施。

浸水想定区域に
係る情報提供を
行い、自衛水防
の検討への協
力を行う。

浸水想定区域
設定後に実施

関係機関と連携
して実施に向け
検討。

・災害対策車等
の出動要請手
順について確
認。
・関係機関と共
同して体制を確
認する。
・関係機関と連
携した排水訓練
の検討。

関係機関と連携
して実施に向け
検討。

浸水想定区域
内に拠点施設は
ないが、病院と
の水害リスクに
ついて情報共
有。

浸水想定区域
内の拠点施設に
対し情報共有し
耐水化の検討。

①災害時及び災害復旧に対する支援強化

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内地方気象台、稚内市、猿払
村、浜頓別町、中頓別町、枝幸町、
礼文町、利尻町、利尻富士町、北海
道警察旭川方面本部、稚内警察
署、枝幸警察署、稚内地区消防事
務組合消防本部、利尻礼文消防事
務組合消防本部、南宗谷消防組合
消防本部

②災害情報の共有体制の強化

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内地方気象台、稚内市、猿払
村、浜頓別町、中頓別町、枝幸町、
礼文町、利尻町、利尻富士町、北海
道警察旭川方面本部、稚内警察
署、枝幸警察署、稚内地区消防事
務組合消防本部、利尻礼文消防事
務組合消防本部、南宗谷消防組合
消防本部

引き続き実施

引き続き実施

引き続き災害発
生時に関係機関
との情報共有を
進める。

「防災情報に関
する打合せ会」
を７月中に稚内
市、枝幸町、礼
文町、利尻富士
町で開催する予
定。

災害発生時の
関係機関との情
報共有を進め
る。

災害発生時の
関係機関との情
報共有を進め
る。

災害発生時の
関係機関との情
報共有を進め
る。

災害が発生した
際は、協議会を
活用し、危険度
分布や流域雨
量指数につい
て、振り返りとし
て情報を共有す
る。
引き続き、振興
局との共催によ
り、「防災情報に
関する打合せ
会」を開催する。

協議会の場等
活用し、毎年、
災害情報を共有
する。

協議会の場等
活用し、毎年、
災害情報を共有
する。

協議会の場等
活用し、毎年、
災害情報を共有
する。

協議会の場等
活用し、毎年、
災害情報を共有
する。

協議会の場当
活用し、毎年、
災害情報を共有
する。

災害発生時の
関係機関との情
報共有を進め
る。

継続して実施。

・協議会への参
加と関係機関へ
の情報提供。
・稚内地方気象
台と振興局との
共催による「防
災
情報に関する打
ち合せ会」への
参加。

協議会の場等
活用し、毎年、
災害情報を共有
する。

協議会の場等
活用し、毎年、
災害情報を共有
する。

協議会の場等
活用し、毎年、
災害情報を共有
する。

協議会の場等
活用し、毎年、
災害情報を共有
する。

協議会の場等を
活用し、毎年、
災害情報を共有
する。

協議会の場当
活用し、毎年、
災害情報を共有
する。

災害発生時の
関係機関との情
報共有を進め
る。

災害発生時の
関係機関との情
報共有を進め
る。

引き続き、災害
発生時の市町
村に特化した気
象支援資料を提
供する。また、関
係機関との情報
共有を図る。

災害発生時の
関係機関との情
報共有を進め
る。

災害発生時の
関係機関との情
報共有を進め
る。

災害発生時の
関係機関との情
報共有を進め
る。

（継続実施）
・自治体とのホッ
トライン（幹部、
防災担当）構
築。
・各防災機関と
の連絡体制の
確認。
・リエゾン派遣に
よる情報収集・
共有　など。

・防災情報に関
する打合せ
・宗谷防災講座
・道路防災連絡
協議会
その他、セミ
ナー等

災害発生時の
関係機関との情
報共有を進め
る。

災害発生時の
関係機関との情
報共有を進め
る。

継続して実施。

地域防災計画
の改定及び防災
会議等により災
害
時等における情
報共有等に関す
る体制を強化。

災害発生時の
関係機関との情
報共有を進め
る。

災害発生時の
関係機関との情
報共有を進め
る。

①タイムラインを活用した要配慮者利用施設と
連携した情報伝達訓練や避難訓練の検討及び
要配慮者利用施設における避難確保計画の作
成に向けた支援の検討

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内市、猿払村、浜頓別町、中
頓別町、枝幸町、礼文町、利尻町

②要配慮者利用施設等への浸水リスクの説明
と水害対策等の啓発活動

平成30年度から実施

要配慮者利用
施設における避
難確保計画の
作成や避難訓
練を実施する市
町村に対して、
適宜助言等の
支援を行う。ま
た、計画作成や
訓練実施状況を
確認する。

引き続き市町村
の要配慮者利
用施設等への
浸水リスク説
明、水害対策等
の啓発活動を適
宜支援する。

（タイムライン作
成後の取り組
み）

自治体等からの
要望があれば出
前講座・講義な
どの用意あり。

関係機関と連携
して実施に向け
検討。

・浸水想定区域
内の該当施設な
し。
・要配慮者利用
施設等への浸
水リスクの説明
及び
水害対策等の
啓発活動はパン
フレット等資料を
配布。

浸水想定区域
内の社会福祉
施設等における
避難計画策定
の支援を関係各
課と連携して検
討。

タイムラインを活
用した要配慮者
利用施設、関係
各課と連携した
情報伝達訓練
や避難訓練の
検討及び避難確
保計画の作成に
向けた支援を行
う。

検討中

タイムラインを活
用した要配慮者
利用施設・関係
各課と連携した
情報伝達訓練
や避難訓練の
検討及び避難確
保計画の作成に
向けた支援の検
討。

検討中。
関係機関と連携
して実施に向け
検討。

・要配慮者利用
施設と連携した
避難確保計画
の作成を支援。
・情報伝達訓練
及び避難訓練の
支援等未実施。

浸水想定区域
内の社会福祉
施設等における
避難計画策定
の支援を関係各
課と連携して実
施する。

河川の近隣にあ
る要配慮者施設
（楽楽心）の消
防計画（避難計
画策定）支援及
び策定内容につ
いての共有を
図った。

浸水想定区域
内の社会福祉
施設等における
避難計画策定
の支援を関係各
課と連携して検
討。

警察、消防、社
協と合同で、浸
水地区及び要配
慮者を訪問、啓
発。

タイムラインを活
用した要配慮者
利用施設・関係
各課と連携した
情報伝達訓練
や避難訓練の
検討及び避難確
保計画の作成に
向けた支援の検
討。

①想定最大規模の洪水を想定し、資機材の配
置・搬入経路・排水ルート等を考慮した排水計
画を作成

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内市、猿払村、浜頓別町、中
頓別町、枝幸町、礼文町、利尻町

②訓練を通じ、排水ポンプ車等の出動要請に係
る関係機関との調整方法について確認

宗谷総合振興局、稚内開発建設
部、稚内市、猿払村、浜頓別町、中
頓別町、枝幸町、礼文町、利尻町

平成30年度から実施

平成30年度から実施

想定最大規模
の浸水想定区
域図を提供した
市町村に対し
て、氾濫域を考
慮した排水計画
作成を適宜支援
する。

排水ポンプ車等
の出動要請に係
る連絡方法を確
認する。

各自治体のハ
ザードマップを
収集。

・排水ポンプ車
の操作訓練（幌
延）～実施月未
定。
・派遣要請の手
順や出動経費
負担の考え方に
ついて各自治体
と相互確認。

・災害対策者等
の出動要請手
順について確認
する。
・関係機関と共
同して体制を確
認する。
・関係機関と連
携した排水訓練
を検討する。

災害対策車等
の出動要請手
順について確認
実施。

・災害対策車等
の出動要請手
順について確
認。
・関係機関と共
同して体制を確
認する。
・関係機関と連
携した排水訓練
の検討。

消防機関につい
ては確認済み。

検討中。
関係機関と連携
して実施に向け
検討。

既存配水系統
等に係る情報共
有関係機関とし
た
排水計画を検
討。

既設排水系統
等に係る情報共
有関係機関と共
同して、排水計
画を作成。

新たに示される
浸水想定を踏ま
え検討を行う。

検討中

既設排水系統
等に係る情報共
有関係機関と共
同して、排水計
画を作成。

関係機関と連携
して実施に向け
検討。

浸水想定区域
内の大規模工
場に対し情報共
有し、自衛水防
の検討への協
力。

①浸水想定区域内の拠点施設（病院等）に対
し、水害リスクについての情報共有を図り、耐水
化を促進

稚内市、猿払村、浜頓別町、枝幸
町、利尻町

②大規模工場等の自衛水防に係る取組の推進
稚内市、猿払村、浜頓別町、中頓別
町、枝幸町、礼文町、利尻町

平成30年度から実施

平成30年度から実施 検討中。

浸水想定区域
内の拠点施設に
対し情報提供し
耐水化を促進す
る。

浸水想定区域
設定後に実施

浸水想定区域
内の拠点施設に
対し情報提供し
耐水化の検討

浸水想定区域
内の大規模工
場に対し情報提
供し、自衛水防
の検討への協
力。
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